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大西 公平
 Ohnishi Kouhei

を
ロ
ボ
ッ
ト
が
そ
の
ま
ま
再
現
す

る
こ
と
。
こ
の
要
請
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
、
力
セ
ン
サ
ー
を
使
わ
ず
と
も
、

実
際
に
触
っ
て
い
る
の
と
変
わ
ら
な
い

感
覚
を
伝
え
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
界
に
先
駆
け
鮮
明
な
力

触
覚
を
伝
送
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
積
み
重
ね
て
き
た
研
究
が
活
か
さ
れ
、

開
発
期
間
は
わ
ず
か
半
年
。
２
０
０
２
年

の
暮
れ
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
技
術
は
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
分
野
で
活
用
で
き
る
と
考
え
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
化
し
て
社
会
に
提
供
す
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
に
搭
載
し
て
実
体
化
さ
せ
た
こ
と

も
あ
り
、「
リ・

ア・

ル・

ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
」と
名

付
け
ま
し
た
。

産
業
界
に
自
動
化
の
光
を

照
ら
す

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
さ
ん
か
ら
、

廃
棄
物
処
理
を
行
う
ご
み
発
電
プ
ラ
ン

ト
に
お
け
る
「
炉
前
作
業（
詳
細
は
Ｐ

４
～
参
照
）」
の
遠
隔
化
、
機
械
化
の

ご
相
談
を
受
け
た

の
は
、
２
０
１
１

年
で
す
。
実
際
に
現
場
へ
伺
っ
た
り

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
中
で
、

「
こ
れ
ぞ
リ
ア
ル
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
を
産

業
に
応
用
す
る『
第
一
号
』に
ふ
さ
わ
し

い
」と
思
い
、
共
同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

こ
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
、
産
業
界

に
は
、
従
来
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
は

対
応
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
非
定
型

作
業
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
決
ま
っ
た
こ
と
を
決

ま
っ
た
と
お
り
に
行
う
「
定
型
作
業
」

の
た
め
の
も
の
で
、
自
動
車
な
ど
の
製

造
ラ
イ
ン
へ
導
入
す
る
こ
と
は
比
較
的

容
易
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
作
業
対
象

や
内
容
が
一
定
で
は
な
い
非
定
型
作
業

は
、機
械
化
が
困
難
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
炉
前
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用

化
は
、
今
ま
で
「
人
に
し
か
で
き
な
い
」

と
考
え
ら
れ
て
き
た
非
定
型
作
業
が
、

リ
ア
ル
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
を
応
用
す
る
こ

と
で
機
械
化
や
自
動
化
で
き
る
と
い
う

「
リ
ア
ル
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
※
」
と
い
う

の
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
人
間
の
力
触
覚

を
伝
送
し
、
再
現
す
る
技
術
で
す
。

人
間
の
五
感
の
う
ち
、聴
覚
は
19
世
紀
、

視
覚
は
20
世
紀
に
伝
送
技
術
が
確
立
さ
れ
、

電
話
や
テ
レ
ビ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
方

で「
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
触
覚

技
術
は
、
１
９
４
０
年
頃
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト

工
学
の
分
野
で
研
究
が
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ま
だ
誰
も
伝
送
に
は
成
功
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
開

発
さ
れ
た
、手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
」の
登
場
で
す
。
こ
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

を
本
学
医
学
部
で
試
験
的
に
使
っ
て
み
た

と
こ
ろ
、
や
や
危
険
な
状
態
に
陥
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
ロ
ボ
ッ
ト
に
触
覚
が
な
い
か
ら
で
は
な

い
か
と
。
そ
こ
で
２
０
０
２
年
５
月
、
医

学
部
と
共
同
で
ロ
ボ
ッ
ト
に
力
触
覚
を
実

装
す
る
研
究
を
開
始
し
た
の
で
す
。

求
め
ら
れ
た
の
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
触

れ
た
感
覚
を
正
確
に
医
師
の
指
先
に
伝
え
、

同
時
に
医
師
が
指
先
に
力
を
込
め
た
感
覚

こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
非

常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。
将
来
的

に
は
、
社
会
で
必
要
不
可
欠
だ
け
れ
ど

も
危
険
な
作
業
、
あ
る
い
は
高
所
や
海

底
、
宇
宙
と
い
っ
た
簡
単
に
は
人
が
近

づ
け
な
い
場
所
で
の
作
業
な
ど
へ
の
広

が
り
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

身
近
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
る
未
来

日
本
の
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力

不
足
は
、
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
未
来
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
人
工
的
支
援
が
必
須
な

社
会
が
や
っ
て
き
ま
す
。

リ
ア
ル
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
る
で
人
の
よ
う

に
対
象
物
に
優
し
く
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
技
術
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
と
協

調
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
ど
う
社
会
に
組

み
込
ん
で
い
く
か
、
そ
れ
が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
本
の
人
口
が
１
億
人
を
下
回
る

２
０
５
０
年
以
降
、
２
～
３
千
万
台
の

ロ
ボ
ッ
ト
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
国
内
を
走
る
軽
自
動

車
の
数
と
同
程
度
だ
と
考
え
る
と
、
各
家

庭
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
１
台
あ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
未
来

が
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
の
で
す
。

”人
に
し
か
で
き
な
い
“と
い
う
壁
を
超
え
る

I巻頭インタビュー
INTERVIEW

触覚技術が切り拓く
ロボットと生きる未来

ロボットはどこまで人に近づけるのか――。
その解をもたらす技術の一つが「リアル
ハプティクス」です。研究開発の背景や
未来社会に向けた意義について、大西
公平先生にお話を伺いました。

Real-Haptics

まるで人のように対象物に
合わせてつかむことができる

※  リアルハプティクスは、モーションリブ株式会社の所有する登録商標です。

m o v i e

「リアルハプティクス技術」に
ついて動画視聴はこちらから
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イ
ム
制
御
」
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
多

様
な
形
や
硬
さ
の
付
着
物
に
対
し
て
、

手
応
え
を
感
じ
な
が
ら
的
確
な
操
作
が

行
え
る
よ
う
に
し
た
。

こ
の
結
果
、
２
人
で
１
日
１
４
０
分

要
し
て
い
た
作
業
を
、
１
人
が
70
分
で

完
遂
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
作
業
者
の

肉
体
的
な
負
担
軽
減
だ
け
で
は
な
く
、

定
量
的
に
も
劇
的
な
効
率
化
を
実
現

し
た
。

ま
た
、
遠
隔
操
作
時
の
各
種
デ
ー
タ

を
収
集
・
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で

は
体
で
覚
え
て
い
く
も
の
と
さ
れ
て
い

た
作
業
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
こ
れ
ら
デ
ー

タ
に
画
像
処
理
な
ど
も
加
え
て
ロ
ボ
ッ

ト
の
自
動
化
を
目
指
し
て
い
る
。

「
若
年
労
働
力
人
口
の
減
少
は
も
と

プ
ラ
ン
ト
現
場
に
な
お
残
る

重
労
働
を
解
消
し
た
い

舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
香
川
県
さ
ぬ

き
市
の
「
香
川
東
部
溶
融
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
製
鉄
用
高

炉
の
技
術
を
応
用
し
た
、
ガ
ス
化
溶
融

炉
を
持
つ
ご
み
発
電
プ
ラ
ン
ト
だ
。
当

社
が
、
建
設
か
ら
操
業
・
保
守
ま
で
を

担
っ
て
い
る
。

　
「
プ
ラ
ン
ト
操
業
は
、技
術
革
新
に

よ
っ
て
大
部
分
が
自
動
制
御
化
さ
れ
、

省
力
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
現

場
に
は
、な
お
も
人
の
手
が
頼
み
と
な
る
、

い
わ
ゆ
る
非
定
型
作
業
が
残
っ
て
い
ま

す
」と
技
術
統
括
セ
ン
タ
ー
長
の
古
家

は
語
る
。

触
覚
技
術
×
リ
ア
ル
タ
イ
ム
制
御

で
機
械
化
に
成
功

こ
の
課
題
に
対
し
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

の
糸
口
と
な
っ
た
の
が
、
触
覚
伝
送
技
術

「
リ
ア
ル
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
」
だ
。

垂
直
多
関
節
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

ア
ー
ム
先
端
に
接
触
時
の
感
触
を
操
作

機
に
伝
送
す
る
伸
縮
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
を
装
着
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
中
央

操
作
室
に
あ
る
遠
隔
操
作
盤
で
ロ
ボ
ッ

ト
を
操
作
す
る
が
、
そ
の
操
作
レ
バ
ー

に
、ロ
ボ
ッ
ト
が
物
体
に
触
っ
た
感
覚（
触

覚
）
を
手
元
に
伝
え
る
リ
ア
ル
ハ
プ
テ
ィ

ク
ス
機
能
を
持
た
せ
た
。
さ
ら
に
、
事

前
に
動
作
を
覚
え
込
ま
せ
る
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
を
せ
ず
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
ロ
ボ
ッ

ト
を
自
在
に
操
作
で
き
る
「
リ
ア
ル
タ

よ
り
、
熟
練
者
の
技
術
伝
承
は
大
き
な

課
題
で
す
。
言
葉
で
は
伝
わ
り
に
く
い

技
の
妙
が
、
見
え
る
化
・
自
動
化
さ
れ
る

意
義
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
」（
古
家
）。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
と
し
て

未
来
に
挑
む

炉
前
作
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
よ
る
技

術
革
新
は
、
商
業
的
実
用
化
が
期
待

さ
れ
る
先
駆
的
技
術
と
し
て
、（
一
財
）

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
協
会
の
「
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
奨
励
特
別
賞
」
を
受
賞
し
た
。

D
X
の
中
で
も
、
非
定
型
作
業
ロ
ボ
ッ
ト

の
実
機
化
成
功
は
業
界
内
で
関
心
が
高

く
、
後
に
続
こ
う
と
社
内
外
か
ら
多
く

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

将
来
の
労
働
力
人
口
減
少
が
避
け
ら

プラント現場には、人にしかでき
ないとされる熟練の技がある。しか
し、人と同じように触覚を持つロボッ
トがあれば、その定説も覆すことがで
きる。日鉄エンジニアリングが実機化
に成功した炉前作業ロボット、そして
DX技術で実現する自立型プラント
「Ｔｈｉｎｋ Ｐｌａｎｔ®」について
紹介する。

プラント操業の

中央操作室 
からの遠隔 
操作

after

炉前の過酷な
作業

before

Think Robot®／炉前作業ロボットについて
動画視聴はこちらから

　

課
題
と
し
て
挙
が
っ
た
の
が
、溶
融
炉

の
出
湯
口
に
こ
び
り
つ
く
付
着
物
を
除

去
す
る
炉
前
の
清
掃
作
業
だ
。

　

ガ
ス
化
溶
融
炉
で
は
、ご
み
を

１
７
０
０
～
１
８
０
０
℃
で
溶
か
し
て
排

出
す
る
が
、出
湯
口
に
は
冷
め
た
溶
融

物
の一
部
が
固
ま
っ
て
付
着
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。そ
の
た
め
、重
さ
約
10
キ

ロ
に
も
な
る
鋼
製
の
突
き
棒
で
定
期
的

に
は
が
し
て
掃
き
出
す
作
業
が
必
要
と

な
る
。単
純
に
も
思
え
る
作
業
だ
が
、付

着
物
の
粘
り
気
や
硬
さ
に
応
じ
て
力
加

減
を
変
え
、か
つ
溶
融
炉
本
体
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
に
除
去
す
る
に
は
熟
練
の

技
術
が
求
め
ら
れ
る
。高
温
な
炉
前
で

防
護
具
を
装
着
し
、重
い
鋼
の
棒
を
突

く
動
作
は
、過
酷
な
作
業
で
も
あ
る
。

DX: before  → after

Robotics
ガス化溶融炉 炉前作業ロボットの開発・実機化

日鉄環境エネルギー
ソリューション（株）
香川事業所 
操業技術主任
中井 幸太

導入時は「こんな複雑な作業がロボット
にできるのか」という不安がありましたが、
実際には人の手で行う作業が大幅に減
り、杞憂となりました。現場のニーズや状
況に合わせて、ロボットが人のように動き
を変えて作業してくれるようになれば、操
業の自動化も可能になると感じています。

香川東部溶融クリーンセンター
Comment  現場からの声

N a k a i  K o t a

技術統括センター長
古家 秀彦

F u r u y a  H i d e h i k o

Think Robot®

様々なプラントへの展
開を目指して実証機を
用いた技術開発が進め
られている。
（北九州技術センター）

香川東部溶融クリーンセンター

特
集

れ
な
い
今
、
解
決
策
に
は
機
械
化
・
自
動

化
し
か
な
い
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

「
非
定
型
作
業
の
自
動
化
は
、
日
本

の
未
来
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
し

か
し
、
取
り
組
め
て
い
る
会
社
は
少
な

い
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
と
し
て
、

社
会
課
題
の
解
決
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
」
と
古
家
は
決
意
を
語
る
。
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Cloud

Edge

Think Operation

各プラント

AI開発基盤
(MLOps)Think Maintenance

Think Operation Think Maintenance

制御装置
(PLC/DCS/PC)

設備診断用
センサ リアルタイム制御

ハプティクスロボット
現場
カメラ

巡回点検
作業

DS Cloud ®

OTAアップデート

Data 
collecting

Secure
Gateway

Think Plant ®

指令
® ®

® ®

データ

Computer Vision 技術
etc.

MLOps・システム構築
AIモデル開発

・

指令 データ OTAアップデート

熟
練
者
の
経
験
値
を
超
え
る

安
定
操
業
を
可
能
に

プ
ラ
ン
ト
現
場
に
お
け
る
省
力
化
・

省
人
化
は
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
導
入
だ
け

に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
当
社
は
、
独
自

に
開
発
し
た
Ａ
Ｉ
や
Ｉｏ
Ｔ
を
活
用
し
、

プ
ラ
ン
ト
自
ら
が
異
常
の
検
知
や
最
適

な
操
業
判
断
を
行
う
自
立
型
プ
ラ
ン
ト

「
Ｔ
ｈ
ｉｎ
ｋ 

Ｐ
ｌａ
ｎ
ｔ
®
」
を
実
現

す
る
べ
く
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

を
中
心
に
実
用
化
を
進
め
て
い
る
。

 
「
指
示
に
従
う
『
自
律
』
で
は
な
く
、

プ
ラ
ン
ト
自
ら
が
判
断
す
る
と
い
う
意

味
を
込
め
て
、
あ
え
て
『
自
立
』
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、

全
体
指
揮
を
執
る
富
岡
だ
。

例
え
ば
、
低
炭
素
型
ガ

ス
化
溶
融
炉
に
お
い
て
、
ご

み
の
供
給
速
度
や
送
風
量

に
つ
い
て
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
用
い
て
最
適
化
す

る
こ
と
で
、
ボ
イ
ラ
ー
蒸
発
量
を
安
定

化
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
経
験
や
能
力
に
依

存
し
な
い
維
持
管
理
を
可
能
に
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
負
荷
低
減
に
も

つ
な
が
る
。「
熟
練
者
を
介
さ
な
く
と

も
、
今
ま
で
と
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
に
効
率
的
で
最
適
な
プ
ラ
ン
ト
操

業
を
実
現
し
て
い
ま
す
」
と
富
岡
は
成

果
を
分
析
す
る
。

積
年
の
開
発
技
術

例
え
る
な
ら
人
体

Ｔ
ｈ
ｉｎ
ｋ 

Ｐ
ｌａｎ
ｔ
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
１
９
９
０
年
代
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
解
析

に
基
づ
く
プ
ラ
ン
ト
操
業
支
援
か
ら
始

ま
り
、
２
０
１
１
年
に
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

支
援
の
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
。
２
０
１
７
年

に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
上
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

高
度
解
析
基
盤
を
構
築
し
た
「
Ｄ
Ｓ 

C
lo
u
d
®
」
を
導
入
し
、
プ
ラ
ン
ト
操

業
の
高
度
化
・
自
動
化
を
推
進
し
て
き
た
。

プ
ラ
ン
ト
の
自
立
化
に
用
い
ら
れ
る

様
々
な
技
術
要
素
は
、
人
体
に
例
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
状
況
を
適
切
に
判

断
す
る
脳
に
当
た
る
「
A
Ⅰ
・
物
理
モ

デ
ル
」、
そ
の
判
断
を
支
え
る
情
報
を

得
る
た
め
に
重
要
な
目
と
な
る
「
画
像

処
理
」、
さ
ら
に
現
場
作
業
を
遠
隔
化
、

自
動
化
す
る
手
・
足
と
な
る
「
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
」、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
つ
な
ぐ
神
経
、

す
な
わ
ち
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
だ
。
こ
れ

ら
は
Ｔ
ｈ
ｉｎ
ｋ 

Ｐ
ｌａｎ
ｔ
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
必
須
技
術
で
あ
る
。

社
内
外
へ
Ｄ
Ｘ
技
術
を
展
開
し

操
業
の
自
動
化
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

現
在
は
さ
ら
に
、Ｔ
ｈ
ｉｎ
ｋ 

Ｐ
ｌａｎ
ｔ

の
導
入
を
支
援
す
る
統
合
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム「
Ｔ
ｈ
ｉｎ
ｋ 

Ｐ
ｌａｔ
ｆｏｒ
ｍ
®
」

（
P
7
図
）
を
構
築
し
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
や
膨

大
な
デ
ー
タ
を
、
グ
ル
ー
プ
企
業
だ
け

で
な
く
他
社
が
操
業
す
る
プ
ラ
ン
ト
な

ど
へ
も
広
く
展
開
し
て
い
く
。

　
「
操
業
を
自
動
化
し
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
は
、あ
ら
ゆ
る
業
種
で
高
ま
っ
て

い
ま
す
。共
通
の
課
題
を
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ｐ
ｌａ
ｔ
ｆｏｒｍ
に
集
約
し
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
し
て
提
供
で
き
れ
ば
、Ｄ
Ｘ
を

導
入
し
た
い
が
、独
自
に
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
が
難
し
い
中
小
企
業

の
方
々
も
取
り
組
み
や
す
く
な
り
ま

す
。シ
ス
テ
ム
会
社
で
は
な
く
、こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
、

プ
ロ
セ
ス
制
御
技
術
を
有
す
る
当
社

だ
か
ら
こ
そ
、プ
ラ
ン
ト
現
場
を
真
に
理
解

し
た
提
案
が
で
き
ま
す
」（
富
岡
）。

　

未
来
へ
向
け
た
一
手
と
し
て
、

２
０
２
２
年
11
月
に
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
会
社（
株
）ブ
ラ
イ
セ
ン
と
の
協
業
を

発
表
し
た
。ブ
ラ
イ
セ
ン
は
、Ａ
Ｉ
学
習

に
使
用
す
る
大
量
の
教
師
デ
ー
タ
を
作

成（
タ
グ
付
け
）す
る
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。今
回
の
協
業
で
、運

用
に
よ
っ
て
積
み
上
が
っ
た
操
業
デ
ー
タ

の
分
析
を
強
化
し
、サ
ー
ビ
ス
の
精
度

向
上
を
目
指
す
。

　

同
社
代
表
取
締
役
社
長
の
藤
木
優

氏
は
、「
日
本
で
最
も
古
く
て
新
し
い

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
と
当
社
で
、新
た
な

市
場
開
拓
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
こ
と
に

大
変
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。両
社

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、新
た
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
」

と
事
業
発
展
に
向
け
て
力
を
込
め
た
。

　

ま
る
で
ひ
と
り
の
人
間
の
よ
う
に
、プ

ラ
ン
ト
自
ら
が
考
え
、安
全・安
心
な
運

転
を
続
け
る
。そ
ん
な
プ
ラ
ン
ト
操
業
の

実
現
を
目
指
し
て
、日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
が
プ
ラ
ン
ト
の
未
来
、日
本
の
未
来
を

支
え
て
い
く
。

自ら判断し、進化する
「自立型プラント」

Think Plant®

技術統括センター 
制御技術部
制御開発室長
富岡 修一

「EdgeTech+2022」で行った記者発表会にて。
右：（株）ブライセン 代表取締役 藤木社長
左：技術統括センター長 古家

Press Release

プラントの自立化に必要な、
各種機能・サービス（AIモデ
ル）を共通基盤化することで、
Think Plantの展開が加速し、
効率的なサービス提供が可能
となる。さらに各種サービス（AI
モデル）は、DS Cloudを介して
効率的に集約・蓄積したデータ
をもとに構築・再学習すること
で、日々進化・拡充される。

Think Platform®

T o m i o k a  S h u i c h i

脳
AI・物理モデル

目
画像処理

神経
ネットワーク 

（システム基盤）

手・足
ロボティクス
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Eye

BrainLimbs

Network
神経

脳手・足

野間田 裕昭

ハプティクスをはじめとする、ロボット
の制御システムの開発を担当しています。
ロボットの活用シーンを格段に広げたい
との想いから、「産業用ロボットの遠隔

操作」という今までにない発想のもと、「触覚」や「応答
性の高い制御機能」をロボットに搭載することで、リアル
な「操縦感」を実現しました。現在はロボットによる機械
化の先、自動化に向けて、制御プログラムの開発・改善に
取り組んでいます。画像処理やAIが導き出した最適解は、
実際に行動する手・足となるロボットの高度な制御があっ
てこそ、現実世界に反映することができます。これからも
ロボット制御機能の開発を進め、あらゆる非定型作業ニー
ズへの適用を推進していきます。

Think  P lantの統合プラット
フォームThink PlatformのAI
サービス拡充に向け、動画解析
モデル開発と大規模言語モデル
活用に取り組んでいます。前者では、カメラ映像
から、現場作業内容をリアルタイムに判定するモ
デル構築を進めており、まずは当社が保有する大
型海洋作業船「くろしお」のパイプライン施工現
場などへの適用を目指しています。また後者では、
ChatGPTに代表される最先端の言語モデルを、
業務改善やUX（ユーザーエクスペリエンス）改
善などに活用するための技術開発に積極的に取り
組んでいます。AIソリューションにより、様々
な現場のDX推進に貢献したいと思っています。

様々なデータ同士がつながってこそ成り
立つThink Plantは、大前提としてデータ
同士が「安全に」つながることが不可欠
です。そのため、制御系を含めたインフ

ラ基盤を導入するためのネットワーク設計および構築の
自動化、機器設定情報の一元管理化に取り組んでいます。 
必要最低限のネットワーク設計と通信要件から、セキュア
なネットワーク設計を自動的に作成し、作成した情報を 
もとに自動的に機器を設定するシステムを構築することで、
通信要件が異なる複数の拠点に対して、信頼性の高いイン
フラ基盤の提供ができることを目指しています。最終的に
は、専門知識がなくても、誰でも安心して扱えるインフラ
基盤をつくりあげていきたいと考えています。

カメラや3Dセンサで取得したデータを
もとに画像処理や3D点群データ処理を
駆使して、ロボットが動くための目標
位置座標を高精度で割り出し、動作内
容を判断・決定する技術を開発しています。いうなれば、
Think Plantの手・足を担うロボットに「目」を持たせ
る技術で、ロボットが自立的に「Think」して動くために
不可欠な要素です。なかでも、都市
インフラセクターと共同で取り組む、
建設現場の自動溶接ロボットは、商
品化に向けた最終段階を迎えています。
「便利だね」というレベルにとどま
らず、プラント操業の常識を変える
ような開発で、人手作業代替ロボッ
トの自動化に取り組んでいきます。

可能性を
「現実」に

Engineers

自
立
型
プ
ラ
ン
ト「
T
h
in
k   

P
lan
t
®
」を
実
現
す
る
技
術
要
素
は
日
々
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

越
え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
壁
を
越
え
、可
能
性
で
し
か
な
か
っ
た
も
の
を
現
実
に
し
て
い
く
。

技
術
開
発
の
最
前
線
を
担
う
制
御
開
発
室
の
４
名
の
若
手
技
術
者
に
、現
在
の
取
り
組
み
と
想
い
を
聞
い
た
。

甲原 匠

前神 明了 深谷 望

The
Technology of 
Think 
Plant®

ロボットを
意のままに

Kobara 
Takumi

多様なニーズに
AIで応え続ける

Nomada 
Hiroaki

ロボットに
「目」を持たせる

Fukaya 
Nozomi

多拠点のデータを
安全につなぐ

Maegami 
Tomoaki

4 

ラインレーザーを当て溶接用の溝をカメラ
で撮影するだけで、溶接部の形状計測や
狙い位置を算出する自動溶接ロボット

目

カメラ

ラインレーザー
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